
Title 戦闘資本を論じて独逸の耐久力に及ぶ
Sub Title
Author 高城, 仙次郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1914

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.8, No.8 (1914. 10) ,p.1000(90)- 1032(122) 
JaLC DOI 10.14991/001.19141000-0090
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19141000-

0090

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


寶

飴

(
一

o
〇
〇)

H

E

戦
闘
資
木
か
論
じ
て
證
の
.嘛
久力

！！

及
ぶ
‘

銷
八
號

戰
鬪
資
本
%
論
ヒ
て
獨
逸
の
耐
久
力

に
及
ぶ

丸
o

高城
仙次
郞

ニ

、
所
謂
戰
費

今
次
の
歐
洲
大
戰
亂
は
其
終
局
が
地
圖
の
改
訂
並
に
交
戰
國
の
政
體
の
變
觅
を
來
れ
す
の 

點

R
於
て
ナ
ポ

.v

方
ン
戰
爭
に
及
ば
ざ
る
も
の
あ
る
可
し

€
雖
も

®
濟
界

R
與
■ふ
る
直
接
間 

接
の
打
擊
に
於
て
、遙
か
に
後
渚
を
超
越
す
る
に
至
る
や
も
測
れ
す
。殊
に
直
接
戰
闘
に
要
す
る 

資
金
に
於
て
然
ぅ

V
J

す
。如
何

^
な
れ
ば
過
去
茛
年

_

に
於
け
る
軍
器

.の
精
«
¥
隊
輸
送
法
の 

發
達
、大
艦
巨
砲
の
利
用
、戰
闘
員
待

*
の
改
善
等
は
戰
鬪
員

1

人
當
办
の

®

1費
を
膨
大
せ
し
め 

れ
る
を
以
て
な
火

.

.さ
れ
ど
、歐
洲
大
戰
に
參
加
せ
る
各
國
が
果
し
て
幾
何
の
戰
費
を
要
す
可
き
か
は
勿
論
戰
爭 

期
間
の
長
短
に
依

i
て
定
ま
る
可
き
も
の
な
れ
ば
之
を
今
日
に
於
て
推
算
す
る

.は
不
可
能
な

崎 .

!
圓

J

!

[：
I
8

1 .

1
安•叫

5
- 

S

S
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。乘
過
去
の
戰
爭
費
を
基
礎

^
し
て
戰
鬪

.員人に要する

| 

E
T

分
.
 

の
戰
費
を
算
出
し
之
に
陸
海

®
人
の
數
を
乘
じ
て

1

日
當
ぅ
，の
戰

.事
«
を
槪
算
す
る
こ
ど
を 

得
る
の
み
。本
年
八
月
八
日
發
行
の

『

偷
敦
ィ

n 

ノ
ミ
ス
ト

』

は.此
方
法
に
依
ぅ
て
交
戰
國
全
部 

の
ニ

.日
當

6
戰
爭
赀
を
四
千
五
亩
萬
圆

ヾ
し
槪
箅
せ

ぅ
。同
誌
の
擧
げ
た
る
各
交
戰
國
の
陸
海
军 

人
の
數
は
左
の
如
し
。

 

. 

'

海
堪
々
人 

1

芄
〇
"
〇
0
〇 

二
五
、
K0

〇 

四 
ニ
、000

土 塊 獨 塞 由 露 佛 呢 國
計

膣雄々
人 

五
六
〇
"
〇
〇
〇 

i
r
o〇o
"
o〇
〇 

l
r〇
o
c"
〇
〇
〇 

ニ
〇
〇"
o〇
〇 

四
五
0
、
〇
〇
〇 

ニ
、
三
〇o
、0
〇
o

1

、
ニ
 
〇
o
、
〇
o
o
i
 

ニ
三
〇
、
〇
ひ
〇.
 

八
、
九
四
〇
、
〇
〇
〇

1 

o
o
、
8

0

1

六
、
〇
0
〇 

H
四
四
"〇
0
〇

即
ち
雨
者
の
，合
舒
九
西
ニ
ナ
八
萬
人
に
し
て
同
誌

«
平
均

1

日

1

人
當

i
の
戰
費
ビ
し
で

婼

八

怨
2

0
0 

1

)

腧
說
戰
糊
资
本
か
論
じ
て
獨
逸
の
耐
久
力
に
及
ぶ

 

第
八
號 

九
一



第
八
#

<
.
1
0
0 

5
 0 

0

戰
御
资
本
^
論
，じ
て
•樹
竭
の
.
久̂
カ
じ
及
ぶ
' 

.
^
<
贼 

九
二

$:
_

を
乘
じ
て
_

千「

五
首
.萬
な
i
:
.
:
.
槪
尊
'を

铸

^
;夸
な
务
。さ
，れ
ど
4
5表
中
：英
、白
、塞

の

數

は

5E
し 

か
ら
ん
も
、

ft
の 

一
一
W

'萬
、露
の
同
じ
く
一
プ
苗
萬
、獨
-の
一
ー
百
3

十
萬
、*

の
W

一
 
-十
萬
は
實
際
の
數 

ょ
々

m

か
に
少
き
が
如
し
。

(

土
國
は
未
だ
戰
爭
に
參
加
せ
ず
ど
雖
も
、全
局
ょ
ぅ
見
れ
ば
其
兵
數 

は
論
.ず
る

fc
足
ら
ず

)

次
に
平
均
一
日
一

.
人
當

6

の
戰

«

を
五
圆
ビ
せ
し
は
.パ
ル
カ
ン
戰
爭
费
を
基
礎
ど
せ
し
も 

の
な
る
パ
、是
れ
に
は
異
論
少
か
ら
ざ
る

.可

し

デ

ー

サ
ー
氏
の
引
用
せ
.る
普
怫

.戰
淨
«
の
推
算 

i 

S 逸 

_ 
こ
、̂て
 
ニ 

日

1
人
に
时
約
三
•圓
な 

& き
。

(sesser, 

Finanzielie. KHegsbereitschafl, 

1909* 

s* 

6
/
S

參
照
。本
書
は
千
九
百
十
三
年
に
訂

JE
苒
版
せ
ら
れ
た
る
も
之
を
入
手
す
る
こ
ビ
能
は
ざ 

ぅ
し
を
以
て
遺
慽
な
が
ら
初
版
に
據
る
莢
此
普
怫
戰
爭
が
直
接
間
接
に
醸
し
た
る
經
濟
上
の 

损
失
を

.綿
密
に
調
蜜
せ
る
ギ
ィ
フ
ィ
ン
氏
の
說
に
據
れ
ば

(Rob
e
r
t 

qlffenvEconomic 

Inquiries 

a
n
d

 

Stuidies 

(

X
9
0
4

)

，
<l
.
0
i.卜

^

3
5
‘)

鲁
國
 
％
鹰
接
戰

#

の
.爲

^

R

f̂f
l

せ
し

も

の

は
六

®

圆
な 

K
Vど
。節
し

.て
戰

#

は
，約
八
ヶ
月

.簡
繼
續
し
、之

R
參
加
せ

る

猶
錄
軍
人
は
約
有

..二
+

五
鶴
人
な 

ち

し

：を

以

.て
?

1
f
'
.
f

碧

满

上

^

M
y
一
.
'
日

一

人

當

P

0
m

«
.
«
金
 

一
一
■

_
肉

外

なP

秦
し
之
丨 

五
千
萬
圆
の
軍
人
恩
給
を
加
ふ
れ
ば

^

計
金
ニ
圆
こ
十
錢
內
外
ど
な
る
可
し
。

#
>!
■
二 

I 

- 

i 
. 

. . 

• 

. 

. ’f:

1

_

此
數
宇
を
以
て

『

ィ

f
 ノ
ミ
ス

>
j誌
の
推
算
ど
對
比
す
る
に
、後
者
は
前
者
の
約
ニ
倍
な
る 

を
見
る
.。勿
論
普
怫
戰

#
以
後
旣
に
年
を
閱
す
る
こ
ど
四
十
有
餘
の
今
日
に
於
け
る
戰

t
が
同 

戦

^
當
時
の
比
に
非
ざ
る
は
喋
々
す
る
の
要
な
し
。千
九
百
：十
年
中
塊
國
國
防
大

E
は
同
國
が 

他
日
開
戰
す
る

S
き
に
は
恩
給
、扶
助
料

¥

器
.彈
藥
及
其
他
軍
需
品
费
、掼
害
補
償
等
を
除
く
も 

何
ほ
戰
員

〗

A

1
日
當
々
の
戰
費
は
五
圆
を
要
す
可
し

^
云
ひ
た

.

o

 VJ 。
(crammond, 

S
P
P
H
T

 

ckl 

preparation for W
a
r
,

 

T
h
e

 

N
j
m
d
e
m
p
i

 

Century,

穿
ブ

■
然
る
に

1

方
ジ

1

サ
ー
氏
は

1

日
.三

圓

の

.戰

費

を

基

礎

V
J

し
、獅
逸
の
戰
鬪
員
を
|ユ
百
萬
人 

W

槪
箅
し
て
獨
逸
帝
國
の
戰
费
を
ー
日
九
百
萬
圆

'

ダ
月
ニ
億
七
千
萬
圆
、

〗

ヶ
年
三
十
ニ
僮 

八
千
五
百
莴
圆

€
,計
算
せ
ぅ
。

?

丨
ナ
ー
同
上
十
頁

)

此
兩
計
算
の
孰
れ

^
是
に
し
て
孰
れ
が

# 

な
る
か
、叉
は
兩

-*
共
に
誤
れ
る
か
は
今
日
に
於
て
激
知
す
る
こ
ミ
を
得
中
。さ
れ
と
今
正
«
に 

近
か
る
可

.し
ど
思
は
る
、
各
交
戰
國
の
兵
員
に
ー
日

|

人
當
 

>
五
.圆
並
に
三
圆
を
乘
じ
て
各 

國

1

0

の
戰
費
を
概
算
せ
ば
左
の
如
し

。

：
.

國 

戦
员
 

1

日一

人當リ五.圆

 

1

日一人當り

1
1
1圓；

獨 

四、
0
0
'0
^
>0

0

' 
ニ
0
、0
0
〇、
0
0
〇 

一
l
r
o
o
o
、o
〇
ol

塊
' 

ニ、
0
0
0、〇〇

0 

j 

Q
1
Q
0
p

、〇，
0
o 

六、
0
,
0〇、
0
.
0
0 

谘
八
卷

(

一
0
0
3

)

諭
說
戦
糊
賢
本
を
論
じ
て
獨
逸
の
耐
‘久
カ
じ
及
ぶ

 

雜
八
號 

九
三



奶
八
怨

00焚0塞

：
 V言註

、

(

ー
0

0
四)

論

0 

M
、〇
o

o

d

o〇 

三
、
〇
〇
0
"〇
0
〇 

$L
o
〇
i
〇
〇
o 

ニ
〇
o
、
o

o
〇 

.三 

o

o、
o
〇
o
.

一
JL
、〇
o
〇
"
〇
〇
〇 

1

說

I*
據
れ

It
、佛國
の

と
0
デ
ィ
少
尤
か
は

之
！.！

戰
阏
资
本
か
論
じ
て
獨
逸
の
耐
久
カ
|-
及
ぶ 

馆
八
號

t 

.

.一1 

K、o
o〇
'
o
o〇
 

I 

K
>
0
0
0
*
0
0
0

m
"〇
o
o
d
o
o

!
r
s
o
o
、o
o〇

1

"〇
〇
〇
、
〇
〇
〇 

1、
五
0
〇
"
0
0
0

 

，七
五
、
〇
〇0
、
〇
〇
〇

九
、0
0〇
>
0
0〇
 

1
、

五 

0
0、8

〇
 

六
o
o、〇
o
〇
 

九 

o
c
r
o
o
o

 

四
s
"
o〇c
r〇
o
〇

(

驻)

戰
毁

II1

B

千
ニ
首
萬
目
、獨
逸
は
千
四
西
萬
圓
か
要
す
る
尨
ら
ん 

反
し
て
獨

'逸
の
戰
費
を

r

日
八
苜
萬
圓
乃
茧
千
蔺
圓
と
槪
算
せ
リ 

(Dietzel,wriegssteuer o
d
e
r

w
r
i热 sanlelhe, S

 

1
7

.
)

'

,
右
表
の
示
す
所
に
依
れ
ば
、：

1.
日
'1.

人
の
戰
費
：を
五
圆

W

せ
ば
、歐
洲
諸
交
戰
國
か
每
日
支
出 

す
る
軍
事
费
全
額
は
七
千
五
百
萬
圆

R
達
し
、若
し
三
圓
を
標
準

>
j

せ
咚
四
千
五
百
萬
圆
に
上 

る
可
し
。勿
論
か
、
る
數
宇
は
槪
數
を
示
す
に
止
ま
る
も
の
な
ぅ

^
雖
も
、一
日
四
千
五
西
萬
圆 

は
或
は
事
實
に
近
き
數
宇
な
ら
ん
。而
か
も
四
千
五
百
萬
圆
は
我
郵
便
，貯
金
總
額
の
四
分
の

1 

に
相
當
し

.、正
金

«
行
の
挪
込
資

.ホ
並
に
積
立
金
の
合
計
ょ
ぅ
も
多
く

^

畠
軍
費
の
十
倍

^
te 

敵

-

K

茬
し
今
次
の
戰
爭
に
し

w

三
ケ
月
繼
續
す
る

^
せ
ば
®
費
は
少
く
ど
も
四
十
億
圆
に
浚
し

六
ヶ
月
繼
續
せ

.ば
、
A
十
億
圆
に
上
ぅ

'

ヶ
年
持
續
せ
ば
、

-百
六
十
三
億
圓
を
下
ら
ざ
る
可
し
。歐 

洲
諸
國
は
果
し
て
如
何
な
る
方
法
を
以
て
此
巨
額
の
戰
費
を
支
辨
し
つ
、
あ
る
や
、又
支
辨
せ 

ん
ミ
す
る
か
。是
れ
吾
人
の
知

&
ん
ビ

欲
す
る
昕
な
ぅ
。@
一

m

傷 妓

Iこ Iこ

安

づ ふ

< 戦

國费 
家と 
の は  

經 Iffi 

濟 接  

±> 堪 

の 辦  

m 行 
先勦 
堪 の  

人 爲  

の め

召 iこ

集 政  

iこ 府  

因 の  

h % 
生 出  

淹 す  

營 る  

利 I 
祺 の

m ^
の 云  

損 ひ  
リ て 寄 m  

直 と 直 戰 人  

狻 す 接 勋 の  

戰 今 政 丨 こ 戦  

淨 前 府 依 死

他
の

支

拂

又

n
損

害

の

百

分

比

例

を

v
れ

i t

左

の

如

L

る
家
屋
其
他
の
連
築
物
の
破

.壊、收
搜
の
減

.少
缂
か
含
ま
ず
。此
間

.接
の
祺
寄

_は
.却つ 

12

.
侬
り
て
文
出
せ
；ら

•れ
?;
る、戦
毁

'
U超
過
マ
る
こ
と
ぁ
リ

o殊
に
戦
收
國

I-
-
'於
<然
り 

揭
ギ
ィ

7'
ィ•>,

氏
の
箸

#

U
揭
け

n
..
芯
数
字
，

^
羅
礎
と
し
飞
假
リ

ii 

g
r
M
に
佛
が
各 々

の
爲
め
じ
交
出
せ
し
淦
額
か
百
と
，

(

同
上

111

十
五
萁
銎
，
照

)

佛パ國

. 

.

.
丨
樹
逖

戰

：

锻

5
0 

一 

O0

M

課
金
及
罰
金
•：

 
ニ
. ニ 

^

.

恩給皿狭助料

 

四

:

:

,

八
 

經濟上の打

_

ごハ

0

四一

ニ

戦

費

支

辨

論

第

八

饴(

l
o
o
M

)

.

.論

說

戦

糊

賢

本

^
論
じ
て
猢
鄕
の
耐
久
力
に
及
ぶ

第
八
號
.

九
5E



!:

镕
八
帮
.

n
o

Q

六)

^

^

嗍
翻
資
本
を
輪

'1
^
て
獨
缌
の
耐
久
ヵ
2
1
.及
ぶ
，

，

：

第八虢
九六

歐
洲

'餹
國
か
前
項

^
於
て
示
し

.れ
‘

か
，如
き
巨
額
の
軍
事
費
.を
ば

 

る
方
法
に 

依

-

C
N

て
支
辨
す
可
き
か
は
吾
人
に
取

A
て
頗
る
興
味
ぁ
る

E

題
な

3
:̂

云
は
ざ
る
可
か

&
t'

勿

！

8

 

.此
^

‘法
れ
る

.や
财
政
學
±
の
緊
喪
事
項
に
し
て
從
つ
て
各
國
の
財
政
學
者
か
其
硏
究
を 

怠
ら
ざ

P

し
所

rj
:
P

戰
費
の
，支
辨
方
法
ビ
し
て
，曾
て
實
際
に
用
ひ
ら
れ
又
は

今
日

適
當
な
る

も
の

•ど
し
て
認
め 

&
れ
れ
る
も
の
は

U
)

平
’時
に
於
け
る
軍
用
金
の
蓄
積
、

(

ニ)

戰
時
中
に
於
け
る
租
說

.の
墦
徵
、

(

三)

公 

債
の
募
集
、又
は

®)

此
三
種
の

'方
法
中
：

1

以
上
を
並
用
す
る
こ
ビ
な

6
。而
し
て
近
世
欧
米
の
諸 

國
並
に

我
國
の

採
用
せ
し
方
法
は
最
後
即
ち

第

四

な

す
。(

註)

b

ス
タ
ー

V

成
は
平
毁
の
支
辨
：

I
就
き
て
顔
名
單
純
な
る
意
見
を
有
せ
し
が
如
し
。今
左

|-
37
グ

,
.: 

ナ
ー
氏
が
其

S

0

政
學』(

第
三
踩
、第

1
卷
、
西

八

〇

頁
)！！ 

m

せ
れ
る
ス
坞
の
取
質
交
辨
論
か
紉
介
せ
ん 

—
shat 

d
i
e
u
i
p
l
o
m
a
t
i
e

 

de 

日CQ
t
a
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ざ
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問
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c
t
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"
v
^
p
^
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 3.na..iilc'execution of*'public., w
o
r
k
s

 .3xe'.tile .PTea,t CPUSGS 

o£. tills 

sudden-iricrease-cfoxpenditure, 

a
n
d

 the .fbrmer is very hard 

_
 to 

foresee, a
n
d

 

provide 

against. 
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s
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_
 m

a
y

 fairly be said 

that exceptional 

charges 

of the kind 

s
h
o
u
l
d
n
o
t
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邝 altogether m

e
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of current income.

.
ア
グ
ム
ブ
氏
も
亦
公
債
の
慕
集
を
主
張
せ
り
。氏
の
日
く
、第
ニ
域
時
に
於
け
る
租
稅
の
增
徵 

は
多
少
の
時
間
を
要
す

る

を
以
て
、增
踩
が
其
必
要
の
時
機
の
旣
に
ま
り
た
る
後
に
於
て
國
庫 

に
挪
込
ま
る
る
が
如
き
こ

^
な
し

y
j

せ
ず
。第
一
一
、平
時
に
於
て
基
金
を
準
備
す

.る
の
方
法
な
き 

に
非
ざ
れ
ど
も
、若
し
此
方
法
に
依

5
，て

貨

幣

を

蓄

谶

せ

ば

、
a
貨
を
減

f
る
の
結
果
を
來
た
す 

可
<
、
Ji
.つ
一
朝
有
事
の
際

.之

を

.放

出

し

て

貨

物

の

購.1
に
用

ひ
な
ば
、

%

®
は
俄
然
.騰
貴
す
る 

に
至
る
可
し
。之

R
反
し
て
若
し
有
'價
證
券
を
以
て
基
金
を
維
持
し
、事
變
の
際
之
を
市
場
に
賣 

出
す
ど
せ
ば
、其
結
果
は
其
時
；公
債
を
慕
集
す

る

f

少
し
も
異
な

&

ざ
る
。可
し
。果
し
て
然
ら
ば 

平
時
殊

M

R
租

桃

.を

課

し

て

甚

金

_
を

«
持
す
る
の

.要
何
處
に
在

^

rs

や

云

®々(-H. 

0
. 
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h
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^
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^

l

i

^

f

l

i

i

l

i

i

s

l

i

l

l

l

i

i
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ビ
ー

ル

ソ
^

氏
も
亦
公
後
說
に
傾
け
る

か

如

し

。
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m
i
c
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t
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'
リ
ー
サ
ー
氏
は
獨
逸
が
戰
宰
中
に
稍
々
增
徵
し
得
る
は

.

.財產
稅
な
る
が
、之
を
以
て
は
到
底 

戰
费
の
大
部
分
を

.支
辨
す
る
こ

ビ

能
は
ざ
る
可
け
れ
ば
、間
接
稅
の
；新
課
，又
は
增
率
及
び
公
僙 

の
慕
集
に
依
ぅ
て
戰
獲
を
調
達
す
可
し
^
偷

.せ

h
。(Kiesser, Finanzi&e KiiegsbereitscMft, S. 

9
6

 

-
9
7
}レ

口 
4

%

丨
リ

-

1
氏
も
亦
資
金
：集
收
の
緩
急
を
標
準
ど
し
て
左
の
如
く
前
堪
に
公
債
慕 

集
の
良
策
な
る
を
論
斷
せ
ぅ

。

(Paul Leroy—BsulieIVTrait6 

泛

5rScience des Finances,

-ied,(J 9Q
6} 

T
o
m
e

 

2 nd, p. 

‘ 

2
6
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o
m
e
n
t
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 danger public, est 
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n instrument Snancfer 4 1/emprunt, e
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o
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q
&
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r
a
p
i
d
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laiss

n>
u
沄 iongtemps iwtat dans 

i) embarras et dans le 

d
s'
l
k
Q
s
t
.

さ
れ
ど
レ
ロ
ィ

•ボ
ー
リ

.ユ
1
氏
ょ
り
も

1

層
適

.切

.

.に.兩
者
の
長
短
を
比
較
せ
し
も
の
は
左 

R
5I
用
す
る
佛
の
有
名
な
る
財
政
家
ラ
フ
ィ
テ
ィ

(Lamtte
)

の
所
論
な
る
可
し
。

(Dietzel Kri

丨
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0

戰
踊
货
本
を
論
じ
て
獨
逸
の
赦
久
ヵ
崔
ぶ
獺
號̂

 

一
O'
卧

tH
v»
i
m
po>
r1
*pf-

o-ild 

i'es 

caplt-au^o 
ゆ，ils 

na>
-
办
 ont 

でas
,

ch
p
a
w le

s

crourgs, 

^
s
w 

ies c
a
m

 

で 

ag-nes:.

.

.:.î
Inp 3

Ilt lieis 
竹r

s
d

o
s
- 

ii§ 

g
o
n
t

v»d 
叫 ns 
1汉 Braudes 

v
i
u
o>
.w1
.洱 ies capital̂

;

s

&
c>
け 

i
e
s
m
r

n»
;
f
a

o 
汁 ils 

c
&
r
n
t 
1
0,
成
,
h'
2^

,

 F

o.mprunt 

&
 Hs 

私
'̂J 

5 

凑
萍
 o

p

p's-offrel̂

以
上
戦
時
中
は
於
け
る
狐
税
の

.

增
徵
並
に
公
懷
募
集
の
鹰
劣

.

忙
關
，し
て
僅
か
に
四
五
の
大 

家
の
說
を
紙
介
せ
し
に
业
ま

4

 

^

雖
も

¥

潜
間
に

'

於
て
ば
丧
，債

0

:

慕
'
集
が
少

C

ヾ

」

も
頗
を
消 

力
な
ふ
說
な
ム
を
察
知
，す
る
に
難
か

&

ざ
る
可
し
ビ
思
は
る
。

三

戰

費

の

：

實
質
と
其
調
達

 

•

.
前
項
に
於
て
吾
人
は
戰
費
調
達
に
關
す
る
大
家
の
學
說
を
二
三
紹
介
せ
し
か
、其

’方
法
が

SI 

夫
な

も
財
政
間

®
お
.る
も
同
時

0 

W
爭
办
終
厨
に

0

し
、て

0 

.切な
る

,
.係
を
有
す
る

.も

0 -
な 

ふ

を
以
て
之
が
礎
览
，ば

®
人
の

^

..J
f
f
iに
酿
す
る
こ
ぜ

%
.
.得
ざ

&
も

办
な

.
K
^
y 

V
ナ
，t
m -
は
前 

撝
の
著
書

0'
最
尾
に
於
，て
論
じ

..て
0;
ぐ
、( 〗

0
四
茛

)
-

JNurQantl, w
d
l
n

w.owohl d
i
e

s.iitirische wie die finanzieHe Fohryng gleiclxermassen auf der inohe 

stehen, wird 

die deuts

olhe 

N̂-
lol
n
,
 die zweifeilbs

NVu alien •■
Opfern 

J
f
l
H
i

rD
.
-
m 

K
r
l

ft
>
;cr
Q
.
ecr
e
rs.
t
 sein 

.WIrd,

n
」
e
m

 

i
h
r
e
w
h
r
e

 in 

F
rage .steht, 

d
e
n

 Feidzug.. siegrelch

cresteh.ep: u
n
d

 bis. in alls' 

Konsequeaten 

,dcrcllflinren k

Gtnnen.':

.
然

6
ど
雖
も
、

®
人
は
單
に
斯
く
の
如
く
財
政
學
上
の
見
地
ょ
り
戰

t
を
硏
究

す
る
こ
ビ
を 

以
て
滿
足
せ
ず
し
て
進
ん
で
、戰
費
を
解
剖
し
て
其
實
質
の
何
れ
る
や
を
究

め
、
典
實
質
上
の
戦 

戲

1

/
吾
人
の
戰
闘
資
本

^
稱
す
る
も
の
、
供
給

V
J

戰
爭
の
進

ft
^

の
關
係

.を

.明
か
に
せ
ざ 

る

可
か
ら
ず
。

如
何

ミ
な

れ
ば
、

戰
费
の
調
達
は
戰
勝
を
目
的

V
J

せ
ざ
る
可

か
ら
ざ
る

を
以
て
、霉 

調
達
が
果
し
て
戰
播

W

如
何
な
る
關
係
を
有
す
る
か
の
根
本
間
題
に
立
入
る
を
耍
す
る
が
故 

.な
 

»
9 

;
^
c 

す
。

戰
费

P
逄

it
接
の
目
的
は
戰

H
資
本
を
得
ん

^
な
る
に
在
，办。而
し
て
兹

R
吾
人
の
戰

ra
t 

本VJ 

'名
：づ
く
る
も
の
は
二

)

戦
鬪
員
、(

ニ)

兵
器
彈
藥

•

(

三)

糧
食

.窗
他

，の
堪
需
站
な

i V
J

す
。

賞
際
戰
爭
に

4
要
な
る
も
の
は
此
等
姻
種
の
資
本
に

.し
て

.公
債
汉
は

#
桃
に
依
ぅ
て
，調逡 

ゼ
，る
資
金
に
非
中
。此
資
金
の
効
用
は
雄
に
此
資
本
を
得
る

こ

匕
に
存
す
る
の
み
。故

R
假
令
坶 

税
叉
は
公
讀
藉
集
に
依

i 

T 0

■&
*
億
圆
の
堪
資
を

#
收
す
る

V 」

も
，此
戰
闘
資
本
に
し
て
\
乎 

す
.る
を
相
次
ら
ん
か
、啊
等
の
用
を
爲

§

い
る
可
し
ダ
、假
令
、軍
資
金
が
如
舛
程
豐
富
な
る
に
せ 

紙八f
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一
 
〇
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舞
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f
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久

力
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ぶ
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諭

0

雜2̂C

本
如
論
犯
て
獨
逸
為M
久
力
ル
及.J；
:

第

,A韻 

一
o
负

よ
、之
を
.以
て
戰
圃
資
本
を
入
手
爽
城
購
入

.す
石
こ
ど
能
は

.ざ
る
揚
合

s
P

に
非
ざ
る
！
同
時 

R
、®
資
金
に
缺

S
.
Tゐ
も
、此
戰
鬪
資
本
を
收
德
す
る
こ
ビ
，を
得
ゐ
；場
翁
♦
る
も
の
な
る
を
以 

て、戰
_
資
本

:0
調
達
は
主
な

る

刺
題
に
し
て
、

®
金
の

0

0

は
從
た

る

，

問

®
な
り

^
す
。

然

&
ば
、此

«
闘
奪
本
は
如
何
な
る
方
法
を

a
て
供
給
せ
；ら

る

>
も
の
M

る

や

。:«
記

_
褪
の 

.
、

戰

‘闘
資
本
中
に
て
最
も
重
要
な
る
も
の

.は
勿
論

.戰
阃
員
な
り
。

-*
何

€
な
れ
ば
、戰
维
の
終
局
の 

如
何
は
主

^
し
て
戰

«
員
の
質
ぐ
し
數
ビ
に
依

-
て̂
定
ま

^
可

-&
こ

£
な

^

.^
な
&
然
か
も
戰 

鬪
員
は
英
國
の
如
き
志
願
兵
制
度
を
採
れ
る
國
は
別

V
J

し
て
普
通
强
制
的
に
國
內
に
於
て
徵 

駿
せ
ら
る
、
を
原
則
：ヒ
せ
る
の
結
果
、徵
發
の
數

.量
は
人

m
於

0 

&
て
，制
服
せ
ら
る
、
も
の
な 

る
を
以
て

'淇
哄
給
は
沘
敕
的
輩
*
な
る
問
題
な

-|
>
;ど，す
。
 

，

;

之
に
反
し
て
、戰
鬪
員

:-
.
0
,
.
活
動
を
有
效
な
ら
し
む
，る
虹
必
要
な
名
兵
器

_
藥
、糧
食
熥
妹
及
び 

■

其
他
の
取
需
品
の
供
給
は
«
闘
員
の
供
給
の
如

i

純
な
る
湖

s

#

.

t
 

(

其
中
兵
器
輝
藥
は 

平
時
よ

b
多
少
の
.蓄

«
ゎ
る
ヒ
同
诗

.に
、開
戦
後
政
府
の

®

#
所
に
於
て
製
造
を
怠
&.ず
ど
雜 

も
'戰
爭
に
し
て
長
期
間
に
百

一:

る
ビ

き
に
は
民
間
の
製
作
所
又
は
外
國
の
兵
器
製
造
者
よ
り
其 

供

'-
®
を
仰
ぐ
の
必
要
を
生
ず
可
し
。政
府
の
造
兵
敞
に
於
て
之
を
製
造

'す
る
場
合
に
'於
て
も
原

.

.

.

.
 - 

*

刹
の
供
敗
は
之
を

^

間
又
は
外
隊
に

W

か
ざ
る
可
か
ら
ず

、)

■

此
等

®

m
品
は
之
を
內
國
に
於
て
調
達
し
得
る
傲
合
_ビ其
供
給
を
外
國
市
場
に
仰
が
ざ
る 

を
得
ざ
る
壊
合

^
ぁ
6
。而

U
て
！：

#

に
於
て
之
が
供
給
を

# 

.
ぐ

^

に
、無

#
徵
發
ビ

I
:上ど
の 

r

一
 

方
法
ぁ
ぅ
。無
傲
微
發
は

.：往
古
屢
々

I

平
國
政
府

‘又
考
軍
隊
に
依
ダ
て
用
ひ
ら
■れ
れ
る
方
法
な 

る
i
、現
今
の
文
明

_

間
に
ほ

®
炉
る
方
法
に
依
ぅ

.て
瑶
輝
要
：品
を
賴

#
ず
る
者
な
く
し
て
、皆 

,飨
ニ
账

-ち
質
上

0'
方
法
に
侬
れ

6
。

'

t
實
上
の
方
淡
に
依

る

U
レき
に
ば
、政
庥
は
勿
論
其
購
入
す
る
軍

®
.品
に
鎌
し
て
、代
金
を
交
附 

せ

f

可
ら
中

#

し
：て代
：金

ビ

し
て
交
附
せ

f

 

Vも
.0-
ば(

一
系
換

_
靜
茬
し
く
は
.類
似
の 

障
券
、(

ニ)

正

®:
又
は

(

5
兌
換
紙
幣
等
な

b 

S

t其
中

.雪

，紙
酪
：の
行
使
は
来
國
怫
國
等
が
用
ひ 

* 

た
る
方

'法
‘な
る
も
、之
に

.依
か
て
物

®

の
蕾
臌
並
に
經
輝
界
.の
蓊
薇
を
詉
致
す
る
の
處
ぉ
る
も 

の
を
以
て
沿
來
得

■る
龄
り
避
ぐ
可
ぎ
も
の
な
か
。次
に

 
'正
貨
又
は

0
換

._

,
修
を
交
附
ず
.るば
前 

歡
に
勝
れ
る
の
方
法
な
る
：於
芝
を

®,
行
.ず
を
に
は
粗

_
 

.
0
«徵
•或
は
公
僙

0
募
集
に
依
ら
ざ 

る
可
か
ら
ず
。而
し
て
國
內
に
於

.て
'軍
.需
品

>を
收
集
ず
る
瘍
今
に
は
，公：使
を
も
國
改
に
||集
す 

る
こ

Jr
レ

を
可

ビ

す
。如
何
ビ
な
れ
ば

•若
し
其
際
外

«
を
募
集
し
て
正
貨
を
輸
入
せ
ば
、國
內
の
物 

翁
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は
勢
ひ

^
騰
す
る
に
至
る
可
け
れ
ば
な
ぅ
。

次
に
軍
！？品
を
外
國

.ょ
>
輸
入
す
る
の
必
®
あ
る
ぐ
し
き
に
於
て
は
勿
論
購
入
の
方
去 

'
fる
可
か
ら
ず
。而
し
て
之

R
對
し

'て
は
正
貨
を
支
拂
ふ
を
喪
す
る
を
以
て
、典
支
哪

t 

は
公
債
に
依
ら
ざ
る
を
得
ず
。此
兩
方
策

'の
中
孰
れ
を
ま
ど
し
て
採
用
す
可
き
か

' は
國 

じ
て
決
定
-す

可

き

問
題

な

る

も
、英
國
怫
國
の
如
き
富
國
は
例
外
ざ
じ
て
、
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露
戰
讲
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が
實
行

.せ
し
公
債
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に
外
國
公
債
を
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す
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‘最
.
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.適
策
な
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せ
ん
か
。
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於
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し
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可
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.ら
ば
、之
が
供

^

市
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仰
ぐ
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V
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を
得

る

も

の
な

&
ビ
の
前
提
に
基

' き
て
推
論
せ
る
も 

展
如
.何
に
依

^
て
は
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國
が
敵
.國
の
陸
海
軍
に
封
鎖
せ
ら
れ
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中
立
國

給
を
仰
ぐ
こ
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能
は
，ざ
る
の
狀
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に
陷

ゐ
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こ
ど
な
し
ど
せ
ず
◊若
し
或
國
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又
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た
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を
支
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す
る
も
の
は
國
內
に
‘於 

槳
な
る
第
需
品
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收
集
す
る
こ

w

を
得
る
や
否
や
に
在
ぅ
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る
を
得
る

^
事
實
な
と
然
雖
も
其
資
金
は
國
；
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に
て
軍

®
品
を
購
入
す
る
を
^
る 

に
跨
て
の
み
效
力
を
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.哨
せ
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し
外
國
ょ
办

.軍
傷
品

.の
供
給
を
受
く
こ
ビ
能
は
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つ
 

に
於
て
も
之
が
增
收
を
計
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こ
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を
得
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は
‘
幾

宵

億

圆
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資

金
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國

煺

に

充

滿

す
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そ
は
沿
用
す
る
に

*
な
き
無
用
の
長
物
な

/ジ。

獨
逸
全
國
は
今
や
包
圍

.狀
態
に
在
ヶ
て

^

國
ょ

6

軍
需
品
を

仰

ぐ
に
由
な
し
、。而

か
も
同
國 

は
梁
し
て
之
を
國
內
に
於
て
收
檠
し
得
る
や

。

'

.

他
の
交
戰
國
に
就
き
て
之
を
觀

る

に
、露
は
肉
輯
彈
藥
、外
料
用
器
*
並
藥
品
等
に 

等
は
穀
類
等
に
於
て
缺
乏
を
感
じ
つ
、
あ
る
可
け
れ
ど
も
、協
商
測
に
扃
す
る
交
戰 

-國
ビ
の
交
通
商

*
な
る
を
以
て
、假
令
國
內
に
於
て
軍
需
品
の
全
部
を
購
入
す
る
こ 

€

も
、外
國
ょ

A
之
が
：供
給
を
仰
ぐ
る
便
宜
を
有
せ
り
。此
便
宜
を
有
せ
ざ
る
獨
逸
は 

國
の
供
給
を
不
必
要

S
せ
ざ
る
や
。

此
疑
問
は
今
次
歐
洲
大
亂
の
終
局
に

j

大
關
係
を
有
す
る
も
の
な
れ
ば
吾
人
は
項
を
改

め 

て
之
が
解
決

.を
試
み
ん

V
J

欲
す
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前
述
の
如
く
獨
，逸
は
興
運
命
に
多
大
の
影
響
を
與
ふ
可
き
軍
需
品
全
部
の
供
給
を
國
內
に 

於
て
仰
が
ざ
る
可
か

.ざ
る
の

0|
境

に

.:
a

ぅ
ビ
雖
も
蝤
食
を
除
き
て
は
同
國
杧
於
け
る
他 

の

®
l
g品
の
供
給
は

®
食
な
る
が
如
し
。ルノ

 
く
ど
も
淇
原
料
に
«
き
て
は
左
程
困
雛
を
感
资
ざ 

る
可
し
。其
供
給
狀
就
き
獨
逸
が
窮
す
る
の
日
は
他
の
交
戰
國
も
同
一
の
困
雛
に
陷
ゐ
る
な

&

ん
。如
何
ど
な
れ
献
、食
料
品
以
外

.の
貨
物
に
て
は
同
國
は
■
近
供
給
國
の
侧
に
立
て
る
を
以
て

JI
0 

. 

:

左
に
揭
ぐ
る
は
軍
需
品

W

勰
む
可
き
；か、又
は
其
原
料
或
は
補
助
原
：料
ど
看
做
す
可
き
直
耍 

.

貨
物
の
獨
逸
國
輸
出
の
統
計
な
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勿
論
此
等
の
貨
物
中
の
大
部
分
殊
に
木
綿
、毛
織
物
等
の
產
額
は
原
：料
雜
入
の
杜 

著
し
く
減
退
す
可
け
れ
ど
も
、開
戰
當
時

R
於
て
輸
出
の
目
的
を
以
て
製
造
し
つ
、

物
は
竿
爾
品
ど
し
て
使
用
せ
ら
る
く
に
至
；る
可
き
を
以
て
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の
辩
需
品
の
供
給

^
稍
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當
な
ぅ
ビ
謂
ふ
可
き
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加
之
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器
弾
藥
の
原
料
た
る
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し
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必
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な
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炭
の
供
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颇
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實
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小
鐵
鑛
の
產
额
は
ニ
千
八
西
蔣
噸
に
雄
す
る
も
、輸
出
か
饉
か
に
約

」

ユ
西
萬
腹
な
る
に 

輸
入
は

〗

千
萬

*
に
上
る
を
以
て
、鐵
の
供
給
は
一
兑
爾
用
を

«
れ
す
に
足
ら
ざ
る
が
如
く
な 

る
も
こ
は
鐡
製
捉
の
輸
出
互
额
に
上
る
が
故
な

$
ビ
.す
。輸
出
の
杜
絕
せ
る
今
日

R

て̂
は
逄

も

重
要
な
る
金
屬
即
ち
鐵
の
供
給
は
軍
器
の
製
造
並
に
他
の
總
て
の
用
途
に
對
す
る

m
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を 

滿
た
し
て
餘
ぅ

?>
る
可
し
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る
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以
上
列
擧
せ
る

®
需
品
の
'供
給
に
就
き
て
は
前
述
の
如
く
獨
逸
は
假
令
今
後
包
圍
狀
態
に

ゐ
る
ど
も
大
な
る
困
難
を
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せ
ざ
る
な
ら
ん
。然
办
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も
、他
の
軍
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品
の
供
給
に
就
き
て
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獸
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の
如
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中
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れ
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»

'缺
乏
を
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ず
る
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至
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w

?>
る
可
し
。而
し

〕

て
此

等
の

®'
.
®

品
中
に
て

最
も
重

' 要
に
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て
且
つ
吾
人
が

#
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下
本
篇
に
於
て
硏
究
せ
ん
ビ
欲
す
る
は
獨
逸
の
毂
物 
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給
な
ぅ
ビ
す
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獨
逸
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結
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し
て
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業
の
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ざ
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農
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ゝ
ゎ
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に
今 

や
穀
物
の
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は
殆
ん
ど

全
く

，

杜
絕
せ
る
を
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て
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獨
逸
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逋
缺
乏
の
爲
め
に
困
窮
す
る 

に
至
る
可
し
。左
表
は
各
秫
穀
物
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旦る假

E
せ
：
る

#
合

0
各
種
穀
物
の
不
足
額
を
示
す
も
の
な

K
y
o

千
九
可
十
ニ
.年

m
用 前
R 表 
及 に  
ば 示
ざ せ  

る る  

7 四 
ビ 種  
一t の

割 穀  
六 物  
分 中  
に 裸  
し 麥  
て の  

小 供  
麥 給  
並 は  
に 約  
大 其  
麥 雪 
に 用  
至 に  
b 均 

て し
は き  

其 ち  
不 _  
足 麥  
額 の  
は 供  

約 給  
五 は  
割 其 :

逄
し
、此
四
橄
の
穀
物
不
足

.額

.
の
平

.均
は
ニ
刺
ニ
分
に
上

.れ

.ん

.

■

然
か
も
此
ニ
割
ニ
芬
の
不
足
は
本
年
に
於
け
る
獨
邈

0 -
收
障
が
少
く
ど
も
千
九
诉
十
ニ
年 

の
收
糙
高

^
均
し
る
可
し

W

の
假
定
の
下
に
評
出
せ
し
も
の
な
ん
若
し
今
次

0
大
戰

«1
.代
.し 

て
勃
發
せ
ざ
り
し
な
ら
ば

•本

#
度
の
收
糨
ば
千
九

.商
十
ー

1

年
度
の
收
稷
高
に
超
過
せ
し
な
ら 

ん
。過
去
數

.年
間
に
於
け
る
梁

#
の
收
權
堪
加
率
は
一
ヶ
年
亩
分
の
五
內
外
な

.る
を
以
て
、本
年 

の
收
權
高
は

1

昨
年

.の
收
種
高
ょ
ト
も
約

.
1

M
多
炉

6
し
な
ら
ん
ど
想
像
し
得
可
し

◊然

h
ギ 

雖

も
、
數
西
黹
の
徼
後
備

'兵
.並
に

國
民

兵
' の
召
集
は
農
夫
の
缺
.之
.を來
松
し
、從
つ
て
收
權
に

1

 

大
影
響
を
及
ぼ
せ
る
な

&
:ん
ビ
思
は
る
。農
夫
の
召
集
に

因

づ
く
全
國
に
於
け
る
.收
權
の
減
少 

が
幾
何
に
上
る
可
き
か
は
勿
論
：今
日
に
於
て
正
確
に
知
る
と
能
は
ざ
れ
ど
も
¥
隊
の
行
爾
雄 

に
輸
送

等
に
依
る
損
害
を
加
べ
な
：

ば
、全
收
權

の
一
割
以
上
に
達
す
る
は
想
像
す
る
に

雛

か
&

 

す
。さ
れ
ば

«
際
の
穀
物
不
足
額
は
前
表
に
示
せ
る
額
以
上
に
上
る
や
も

g

ら
れ
ざ
る
な

6
。
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加
之
、露
艰
が
旣
に
侵
：入
し
且

.
つ
今
後
益
々
獨
露
軍
の
對

g

地
ぐ

J

な
る
の
，虜
れ
ぁ
る
普

©

±

 

州
は
獨
逸
帝
國
內

R

於
け
る
厳
大
の
農
作
地
に
し
て
、其
收
.權
は
全
國
收
權
高
の
六
割
以
上
に 

達
す
。左
表
は
千
九

-1
5

十
|.年

; 1
'
,に
於
け
る

.
普
魯
士
.及
全
國
の
裸
麥
、小
麥
並
に
燕
麥
の
收
權
高

妨

八

怨
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1
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踰
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〇
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五
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千
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六
四 

,五
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六、ニ九六

穀
物
の
列

1-
獨
逸
人
の
斑
架
食
品
れ
る
栂
鈴
鹽
は
獨
逸

1-
於
て
盛
ん

1-
培
殺
せ
ら
れ
、千
九

IT 

十
牟
に
は
四
千
三
瓦
萬
噸
、千
九

-n
r
十
一
年

!1
は
1
1ー千
四
百
馮
噸
の
收
餿
あ
り

?:
り
#

れ
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仙
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中
約
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額

——

千
九
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十
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に
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千
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诃
鹆
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く
#
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ら
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_
せ
ら
る
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岛
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可
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不
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農
摩
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國
內
產
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乏
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近
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來
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於
て
食 

物
の
缺
乏
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困
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に
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可
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れ
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五
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給
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榖

物

，が

全

部

消

，

1
せ

ら

れ

、十

月'
.

1

,日
ょ

h
本
年
度
の 

.收
權
に
手
を
付
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る
ビ
せ
ば
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逸
國
內
の
穀
物
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月
末
日
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消
费
せ
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る
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八
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同
上
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例
，
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ら
れ
た
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が
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ゆ
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ヶ

I

テ
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ル
ヒ
並
に
ダ
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チ
ヒ
、

に
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ば

#

得
士
の
農
作
地
は
豇

1

旦
侵
入
せ
し
東
普
®
士
の
大
部
分
ょ
ぅ 

結
果
ど
し
て
露
兵
は
再
び
大
擧
し
て
北
は 

及
び

フ
レ

ス
ラ
ク
等
の
要
塞
に
殺
到
す
る

に
蹂
躪
せ

&
る
可
く
，又
其
炎
厄
を
免
か
る
ゝ
地
方
に
て
も
收
獲
は
幾
分
か
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返
す
る
に

¥
;る
可
き
を
以
て
、普
：每
士
全

.州

.の
重
要
農
產
.物
の
收
權
は
一
大
ま
額
を
來
す
讨
し 

; .

以
上

論
述
せ
る
數
箇
の
理
由
の
爲
め
に
獨
逸
全
國
の
農
作
物
收
■
が
幾
何
の
減
退
を

示
す 

に
，
る
可
き
力
は
今
日
之
を
推
知
す
る
を
得
す
ビ

0

も
、假

P

に
此
減
量
が
普

#
土

】

利
の
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稂
高
の

五

割
に

相
當

ず
る
ビ
せ
ば
、

左
•な
き
だ
に
圣
國
の
需
用
を
滿
た
す
こ
ビ
を
得
ざ
る
穀
物 

の
供
給
は
左
表
に
示
す
が
如
く
平
均
五
割
內
外

0
不
足
を
見
る
な

&
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K
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勿
論
關
戰
當
時
に
於
け
る
穀
物
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®
貯
藏
が
多
額
に
達
へ
せ
し
な

‘

ば
：幾

#
か
前
述
の
不
足
を 

補
ふ
を
得
る

«
获
に
喋
々
す
る
：を

'要
せ
脅
。伯
林
政
府
は
宣

®
の
前
锬
に
於
て
獨
逸
に
は

P
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民

I

ヶ
年
の

0

用
を

.滿
た
す
に

' 充
：分
.な
る
穀
物
を
貯
藏
せ

&
ど
，聲

_
せ
ぅ
。然
か
も
吾
ん
は

=

之 

を
輕
々
し
く
信
す

る
こ

ビ
を
得
ざ
る
也
。本
年
三
月
一
日

^
於
て
獨
逸

.全
國
の
農
民

0 .
手
化
存 

せ
し
穀
物
の
統
訐
は
左
の
如
し
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狗
は
僅
タ
前
年
度
收
稷

0
約

三
割
な
ぅ
き
。勿
論
此
外
に
仲
買
商
並
に
製
粉
業
激

の
手
に
在
る

も

の
及
び

W

に
製
粉

^

し

て
存
在
す
る

も
の
、且
つ
又
三
月
以
後
に
於

て
輸
\
せ
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ら
れ
し
穀
物
多
最
に
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す
可
れ
ど
も
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月
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ざ
る
可
か
ら
ず
。

,;
;
然
办
ど
雖
も
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怫
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ぅ
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通
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遮
斷
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る
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の
國
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じ
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逸
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食
物
を
輸
入
す
る
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得
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ベ
川
、ク
ド
フ
ク
川
並
に
ト
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ス
ト
港
は
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洪
國
自
身
^
交
咖
酿
な
る
が
蛛
に
食
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輸
入

J
大
な
る
效
果
な
し
唯
餘
す
所
は
口
タ
ダ
ム
並
に
ゼ
ヌ
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な
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も
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は
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1
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食
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リ
氏
が
以
て
人
の
想
像
し
能
は
ざ
る

こ
k

な
ぅ
ど
斷
言
せ
し
食
物
輸
入
杜
絕
の
狀
態
は
將 

R
事
賓
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し
て
表
現
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獨
逸
は
多
分
開

®
後
に
於
て
和
蘭
、瑞

I

威
、伊
太
利
等
ょ
り
穀
物
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せ

‘
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ど

努 

め
つ
：>

?

し
な
ら
ん
も
、此
等
の
諸
國
は
供
給
國
に

#
ず
し
て

'、是
迄
觸

f

此
種
の
貨
物
の 

取
引
し
：た
る
高
は
云
ふ
に
足
ら
ざ
る
少
額
な

6
。而
し
て
獨
逸
记
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仰
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铪
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